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話 題  T  O  P  I  C  S

平成１４年度職域における創意工夫者表彰 
　このたび、受託研究事業部湿食機能チームの森
本正彦さんが、兵庫工業会から平成１４年度職域
における創意工夫者として、知事賞を受賞いたし
ました。 
　この賞は「大気暴露環境での水素透過測定方法
の考案」に対して贈られたものです。本創意工夫
の特長は、高強度鋼の大気環境での水素侵入・鋼

中拡散の経時変化を捉えられることであり、本考
案は遅れ破壊のメカニズム解明の一助となりまし
た。 
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図２　二・三次原油回収の効果 

図４　水平坑井・マルチラテラル井の一例 

図３　増進回収法の一例（炭酸ガス攻法） 
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図1　原油回収法の分類 

（回収率：5～25％） 
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　後方散乱電子線回折解析装置：ＥＢＳＰ（Ｅ
lectron Ｂack Ｓcatter Ｄiffraction Ｐattern）
は走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）内で高傾斜し
た試料に電子線を照射し、後方散乱させて形
成されたチャンネリングパターンを高感度カ
メラで撮影し、コンピュータ画像処理するこ
とにより照射点の結晶方位を短時間で測定す
る装置です。 
　従来、微小領域の方位測定はエッチピット
法やＥＣＰ（Ｅlectron　Ｃhanneling　Ｐ
atter）法により行われてきましたが、いず
れも十分な空間分解能を得ることができませ
んでした。 

  一方、近年、薄膜や微細配線などの微小部
方位測定や微細結晶の組織解析ニーズが日
増しに高まってまいりました。そこで弊社はこ
れらのニーズにお応えすべくＥＢＳＰを導入致
しました。本装置の測定対象材料は金属、半
導体、セラミックス等の結晶性材料です。また、
ＥＢＳＰのデータ解析により得られる代表的な
情報は、結晶方位分布、結晶粒分布、極点図、
逆極点図などであり、これらの情報を短時間    
（１０分～２時間）で収集することが可能です。 
　解析事例として、図１に市販のアルミホイ
ルについての分析結果を示します。方位分布
の他に結晶粒およびそれらから求めた粒径分

布の解析ができます。また、図２に二相ステ
ンレス鋼の分析結果を示しますが、フェライ
ト部およびオーステナイト部の各結晶方位が
得られ、さらに分析領域における各相の面積
率を定量的に評価することができます。 
　このように、種々の結晶性材料を対象に組
織解析が可能ですので、皆様のご利用をお待
ち致しております。ご質問、ご相談などござ
いましたら、お気軽にお問い合わせ下さい。 

 
 
　先の、“つうしん”２８号（2000/7）で石
油採掘の概略について述べましたが、今回は
原油増進回収法のお話を致します｡ 
　最近では大規模油田の新規開発は困難とな
ってきており、開発の場は大水深海域、極地
など、より厳しい環境へ向かいコストも上昇
する結果となっています。また、一次回収だ
けでは原油埋蔵量のうち約三分の二が取り残
されます。これらの観点から既発見油田から
の生産量を増大させ資源の有効活用ができる
増進回収法は重要な位置付けとなっています。 

 
 
 
　一次回収（Ｐrimary Recovery）は坑井に
油・ガスを流入させて回収する方法です。 
　二次回収（Ｓecondary Ｒecovery)は油層
に外部から一般には水、またはガスを圧入す
ることにより流体の流動を助けて回収する方
法で、圧入流体や油層内流体、油層岩石の物
理化学的な性質に基本的な変化は起きない方
法です。 
　三次回収（Ｔertiary Ｒecovery)または（Ｅ
ＯＲ：Ｅnhanced Ｏil Ｒecovery）は、外部
から特殊な流体（界面活性剤、水蒸気、炭酸
ガスや天然ガスなど）を油層に圧入し、二次
回収で残留した油を流動化させ回収する方法
で、流体あるいは油層岩石の物理化学的な性

質の変化（例えば毛細管圧力、原油の粘性、
原油の膨張、原油のミシブル化など）を起こ
し、これを利用した方法です。 
　ＥＯＲ（増進回収法）の分類を図１に、そ
の効果を図２に示します。ＥＯＲの一例とし
て炭酸ガス攻法を図３に示します。これは、
一次回収後または水攻法後の油層に対し、炭
酸ガスを圧入し、原油との接触でミシブル状
態として生産井の方向に油を押します。炭酸
ガスと水を交互に圧入する事も多く、生産井
で回収される炭酸ガスを再利用する事もあり
ます。 
 
 
　水平坑井は１９８０年代後半より盛んに取

り入れられている仕上げ方法であり、層序に
沿って水平に坑井を掘削し仕上げるもので、
坑井と油層との接触距離、面積の増加により
生産性が向上します。 
　１９９０年代半ばからは、一坑井から複数水
平部掘削・仕上げするマルチラテラル井の適
用も増えています。通常水平坑井はＥＯＲに
は含まれませんが、広義のＩＯＲ（Ｉmproved 
Ｏil Ｒecovery）として含まれます。図４に水平
坑井、マルチラテラル井の一例を示します。 
 
 
　原油増進回収技術の開発に伴い使用され
るケーシング、チュービングは従来より一層厳し
い環境にさらされる事になります。そのために
新しい材料、継手の開発が行われています。 
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図２　2相ステンレス鋼断面のEBSP解析結果 
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弊社は石油関連の各種機材の性能試験、開発試験、
事故解析等多くの実績を有するとともに、その製造
や委託による開発、油井管のフィールドでの検査取
り扱い等のサービスを行っております。 

［引用資料］ 
平成１３年度石油公団基礎講座採油増進技術（石油公団開発技術センター） 
石油／天然ガスレビュー　２００２.１   
Ｈart’s Ｅ＆Ｐ２００１.１０ 

図１　アルミホイルのEBSP解析結果 


